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丈
じょう

夫
ぶ

な紙
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  ホチキス・
セロハンテープ

どちらでも
  つくれる！
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と内
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し
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こと
なる場
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合
あい
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■よういするもの

ホチキスのりはさみ セロハンテープペン

※裏
うら
面
めん
につくり方

かた
の説
せつ
明
めい
があります。

※写
しゃ
真
しん
の作
さく
品
ひん
は着

ちゃく
色
しょく
しています。

・はさみなど、工
こう

作
さく

ようぐの
　とりあつかいに ちゅうい しましょう。
・のこった ぶひんは、ふくろに 入

い

れて
　かたづけて おきましょう。

つくり方動画付



− どんな うごきに 見
み

えるかな? −

パクパクのつくり方
かた

（れい） パタパタのつくり方
かた

（れい）

つくり方
かた つくり方

かた

どう画
が

ホチキスの つかい方
かた

ホチキス、セロハンテープ どちらを つかっても つくることが できるよ。
先
せん

生
せい

に どちらを つかうか 聞
き

いてから つくろう。

はりの 入
い

れ方
かた

と ぬき方
かた

とじ方
かた

はりを 入
い

れる ところ

はりぬき

かさねた 紙
かみ

が うごかないように 
手

て

で おさえて とじましょう。

ホチキスで 手
て

を 
はさまないように 
ちゅうい しましょう。

※ホチキスを つかう 場
ば

合
あい

は、セロハンテープの ぶぶんを 
　ホチキスで とめましょう。

※ホチキスを つかう 場
ば

合
あい

は、セロハンテープの ぶぶんを 
　ホチキスで とめましょう。

① あいを 切
き

ります。
●のこった 台

だい

紙
し

は かざりに 
　つかうことが できます。

② あを 半
はん

分
ぶん

に おり、
　 セロハンテープで 
　 とめます。

③ いを 半
はん

分
ぶん

に おり、
　 あに とりつけます。

④ もつ ところを
　 とめます。

後
うし

ろも
テープで
とめよう。

⑤ うごきを たしかめましょう。

① あいうえを 切
き

ります。
●のこった 台

だい

紙
し

は かざりに 
　つかうことが できます。

② あを 丸
まる

めて、
　 セロハンテープで 
　 とめます。

③ あにえを とりつけます。 ④ いうを とりつけます。

⑤ うごきを たしかめましょう。

長
なが

い方
ほう

を
おりまげよう。

はりと 紙
かみ

の 間
あいだ

に
はりぬきを 入

い

れて
上
うえ

に 引
ひ

き上
あ

げて ぬこう。

口
くち

が
パクパクして
いるように　
見
み

えるよ。

形
かたち

を かえても
いいね。

つつの
形
かたち

に するよ。

●あ●い

●い ●う

●あ ●え

●い ●う

●え
●え

●あ
●あ

●い

羽
はね

が
パタパタして
いるように
見
み

えるよ。

つつを よこに
しても いいね。

ホチキスは
ここで とめよう。ホチキスは

ここで とめよう。

はりを 入
い

れたら
ふたを とじよう。


